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●途上国の森林資源…森林の45%は熱帯 例:フィリピン、セネガル
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● JIFPROが行うナレッジ事業の「実証調査」

途上国の

森林資源

利用上の課題

A

日本の
ナレッジ
（技術や知識）

B

目標

ナレッジ活用

モデル

C

途上国が森林資源を持続的に活用し

住民の生計向上に資する取組

→ ナレッジ活用モデルを にて公開中! 3

● 最新例
日本のナレッジ（B）

森林資源の持続的な活用＆
住民の生計向上に資する取組（C)

小型蒸留器

蒸留物より商品開発
収益で植林

森林利用課題（A）

希少種アキラリアの枯渇

フィリピン

完全生分解性ポリマー乾燥・土壌水分が不足

乾季に伴う土壌の乾燥を遅らせ
緑化に貢献

セネガル
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● 令和３年・５年例
日本のナレッジ（B）

森林資源の持続的な活用＆
住民の生計向上に資する取組（C)

バーク堆肥
持続可能なシナモン林経営

森林利用課題（A）

シナモン林の土壌劣化

ベトナム R5年

木性楽器加工技術
短期収入源のニーズ、
未導入の早生材

持続可能なコミュニティ植林と
楽器の提供

タンザニア R3年
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● 途上国に不足しがちな技術・知見等の「ナレッジ」
→日本にはたくさんある

加工

活用方法

市場へのアクセス

付加価値向上

etc

森林資源を活用し、人と森が共生する文化

継承・発展させ、地域経済を活性化

http://nikkoseed.com/view/item/000000000249

→ 事業で収集したナレッジを ちえぷろ にて、紹介

中！
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www.asahi.com/articles/ASS1S0QFGS13UHBI01G.html

http://putzagarwoodfarm.com/cites/republic-
act-9147/wildlife-culture-permit/seedlings/

ペルー

セネガル

ガーナ
タンザニア

フィリピン

インドネシア

ベトナム

カンボジア

●全実証調査の早見表 → にて公開予定 ぜひご利用ください！

ミャンマー

● 5年で10実証調査を実施 （JIFPROナレッジ事業実証MAP）

最新実証 （次の発表） パネルの実証
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本日は皆様も、可能な手法を考えてみてください
・視聴申込みの83%の方は民間セクター ＝ 実証実施者と同じ
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課題

思いつく日本の

ナレッジ
B

目標 C

途上国の森林保全 持続的森林管理
地球温暖化防止 生物多様性保全 など

グローバルな課題に貢献

途上国の森林産品の

サプライチェーンの

途上国のサプライチェーン
の改善

途上国での日本の技術・製
品の展開A

ナレッジ活用モデル

・ぜひ登壇者の話よりヒントを見つけながら、最後までお楽しみください

・皆様の意義のあるご活動を期待し、応援いたします！

例


